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C O N T E N T S
　■『公共下水道』をご利用ください

　■郷土の医聖　小
こ

山
やま

肆
し

成
せい

　　　
　■認知症高齢者の方が行方不明に

　　なっていることをご存知ですか？　

　■町政ピックアップニュース

　■お知らせ information

　■まちのわだい／こんにちは町長です

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

南国にぎわい　湯のまちの祭典
～湯のまちしらはまおどりが開催されました～



広報しらはま９月号　�

豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
す
た
め
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

私
た
ち
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
生
活
排
水
が
増
え
て
、
海

や
川
の
水
質
汚
染
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
白
浜
町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
住

環
境
を
快
適
に
し
、
す
ば
ら
し
い
白
浜
の
海
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
公
共
下
水
道
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
と
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
し
尿
や
雑
排

水
な
ど
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
戻
し
て
か
ら
海
や
川
へ
流
す

も
の
で
す
。

　

現
在
で
は
、
白
浜
地
域
の
瀬
戸
・
白
浜
・
湯
崎
・
東
白
浜
地
区
の
一
部
、

約
１
１
５
ha
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
人
か
ら
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
美
し
い

自
然
環
境
を
、
私
た
ち
自
ら
の
手
で
汚
し
て

い
ま
せ
ん
か

　

単
独
浄
化
槽
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
台
所
や
お
風
呂
、
洗

濯
な
ど
の
生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま
溝
へ
流
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
美

し
い
白
浜
の
海
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

使
っ
て
汚
し
た
水
は
、元
ど
お
り
き
れ
い
な
水
に
し
て
海
に
返
す
。「
か

け
が
え
の
な
い
海
」
と
対
立
す
る
こ
と
な
く
、
共
存
す
る
ル
ー
ル
。
そ
れ

が
公
共
下
水
道
で
す
。

　

し
か
し
、
公
共
下
水
道
も
皆
さ
ま
の
協
力
が
な
け
れ
ば
力
を
発
揮
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が
遅
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
然
の
回

復
力
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
利
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ま
は
、
一
日
も
早

く
排
水
設
備
の
改
造
工
事
を
行
い
下
水
道
に
接
続
し
て
、
そ
の
力
を
発
揮

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

～ みんなで守る　この美しい自然環境 ～

『公共下水道』をご利用ください
役場上下水道課（℡ ４５－２０００）

この美しい白浜の海を守れるのは、あなたです



�　広報しらはま９月号

●
工
事
助
成
金
制
度

　

住
宅
や
併
用
住
宅
の
改
造
工
事

に
対
し
助
成
金
（
１
回
限
り
・
限

度
額
10
万
円
）
を
交
付
す
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
世
帯
全
員
の
方
の

所
得
制
限
等
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

●
利
子
補
給
制
度

　

一
般
家
庭
や
個
人
商
店
の
場

合
、
改
造
資
金
の
金
融
機
関
か
ら

の
融
資
額
（
限
度
額
50
万
円
）
の

利
子
を
全
額
町
が
補
給
す
る
も
の

で
す
。（
会
社
・
旅
館
等
は
補
給

内
容
が
異
な
り
ま
す
。）

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で

す
。
下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
全

国
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

白
浜
町
で
も
、
下
水
道
の
日
を

中
心
に
、
啓
発
活
動
や
供
用
開
始

区
域
で
の
戸
別
訪
問
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
町
内
の
小
学
校

四
年
生
が
白
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
を

社
会
見
学
し
て
、
水
や
自
然
の
大

切
さ
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
下
水
道
整
備
工
事

は
・
・
・

　

今
年
度
は
、
主
に
江
津
良
地
区

で
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

地
元
地
域
の
方
々
に
は
回
覧
板

や
説
明
会
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

工
事
中
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
こ
と
は
、
役

場
上
下
水
道
課
（
℡
４
５
ー

２
０
０
０
）
ま
で
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

排
水
設
備
改
造
工
事
は
、
町
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
の
改
造
工
事
は
、
町

指
定
の
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
町
は
、
指
定
工
事
店

に
対
し
て
排
水
設
備
設
置
の
基
準

等
の
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
し
、
工
事
を
発
注

し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼
し

ま
す
と
、
町
へ
の
申
請
手
続
き
は

工
事
店
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
。

【
排
水
設
備
改
造
工
事
の
手
順
】

①
業
者
を
決
め
る

　

町
指
定
の
工
事
店
か
ら
業
者
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
工
事
の
見
積
り

　

選
ん
だ
指
定
工
事
店
に
工
事
の

見
積
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
工
事
の
依
頼

　

見
積
書
を
受
け
取
り
、
そ
の
内

容
を
確
認
し
て
工
事
の
依
頼
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
工
事
店
が
現
地
調
査
を
し
ま

す
。
排
水
管
や
マ
ス
の
位
置
な
ど
十
分

に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
書
類
の
提
出

　

工
事
に
関
す
る
計
画
確
認
申
請

書
を
町
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
の
作
成
や
提
出
は
指
定
工
事
店

が
代
行
し
ま
す
。

※
町
で
は
内
容
を
審
査
し
、
工
事
着
手

を
承
認
し
ま
す
。

⑤
工
事
の
着
手

⑥
工
事
の
完
了

　

工
事
完
了
後
、
指
定
工
事
店
は

町
に
工
事
完
了
届
を
提
出
し
ま

す
。

⑦
完
了
検
査
・
使
用
開
始
届

　

町
は
、
指
定
工
事
店
と
申
請
者

の
立
会
い
の
も
と
で
完
了
検
査
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
使
用
開
始

届
を
町
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

⑧
工
事
費
支
払
い

　

町
の
完
了
検
査
に
合
格
し
ま
し

た
ら
、
指
定
工
事
店
に
工
事
費
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
改
造
工
事
に
対
す
る
補
助
制
度
】

　

白
浜
町
で
は
、
供
用
開
始
の
告

示
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
つ
な
ぎ

込
み
改
造
工
事
に
対
し
て
、「
工

事
助
成
金
制
度
」
と
「
利
子
補
給

制
度
」
の
二
つ
の
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
和
歌
山
県
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
資
格
認
定
試
験
が
日
本
下
水

道
協
会
和
歌
山
県
支
部
の
主
催

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
験
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
期
日
ま
で
に

受
験
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
試
験
日　

11
月
15
日
（
日
）

　
［
事
前
の
受
講
11
月
１
日
（
日
）］

和
歌
山
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
試
験

◆
試
験
・
受
講
会
場

　

Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
前
）

◆
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所

　

役
場
上
下
水
道
課　

◆
申
込
配
布
期
間

　

９
月
７
日（
月
）～
９
月
11
日（
金
）

◆
申
込
受
付
期
間　

　

９
月
14
日（
月
）～
９
月
18
日（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
上
下
水
道
課

　

日
本
下
水
道
協
会
和
歌
山
県
支
部

　
（
℡
０
７
３
ー
４
３
５
ー
１
０
９
３
）

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
、
お
気
軽
に

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

場
所
は
、
白
良
浜
中
央
部
の
県

道
向
側
「
し
ら
ら
・
は
ま
ゆ
う
公

園
」
に
あ
り
ま
す
。



広報しらはま９月号　�

郷
土
の
医
聖　

小こ

山や

ま 

肆し

成せ

い 

～
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
の
発
明
者
～

広報しらはま９月号　�

　

小
山
肆
成
は
、号
を
蓬ほ
う

洲し
ゅ
うと
い
い
、文
化
４
年（
１
８
０
７
年
）に
白
浜
町（
旧
日
置
川
町
）

久
木
の
旧
家
に
生
ま
れ
、
※
天
然
痘
（
疱ほ

う
そ
う瘡

）
撲
滅
の
た
め
、
国
産
の
牛
ぎ
ゅ
う

痘と
う

苗び
ょ
うの

育
成
に

日
本
で
は
じ
め
て
成
功
し
、
そ
の
普
及
に
尽
力
し
た
郷
土
の
医
聖
で
す
。

　

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
に
生
誕
２
０
０
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、そ
の
遺
徳
を
偲
び
、

小
山
肆
成
の
名
を
広
く
永
く
後
世
に
伝
え
、
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
育
む
顕
彰
事
業
を

展
開
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
平
成
20
年
11
月
29
日
、「
小
山
肆
成
顕
彰
会
」

（
会
長
・
白
浜
町
長　

立
谷
誠
一
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

小山肆成肖像画

久木にあった小山肆成の生家
　

小
山
肆
成
は
、
文
化
４
年

（
１
８
０
７
年
）
白
浜
町
久
木
の
旧

家
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
小こ

文ぶ
ん

治じ

と

言
い
、元
服
し
て
敬け

い

介す
け

、肆
成
（
号

蓬
洲
）
と
名
乗
り
ま
し
た
。

　

幼
少
の
こ
ろ
よ
り
聡
明
で
「
深

山
草
木
と
同
じ
く
朽
ち
る
べ
け
ん

や
」
と
志
を
立
て
、
兄
の
文
明
を

頼
り
に
京
都
に
出
て
、
儒
学
を

岡お
か
だ
な
ん
が
い

田
南
涯
に
、
医
学
を
宮
廷
医
師

高た
か
し
な
き
え
ん

階
枳
園
に
師
事
し
ま
し
た
。

　

天
保
９
年
（
１
８
３
８
年
）
か
ら

13
年
に
か
け
て
郷
里
の
熊
野
地
方

に
流
行
し
た
天
然
痘
の
悲
惨
さ
を

見
て
、
生
涯
そ
の
研
究
に
打
ち
込

む
決
意
を
し
、
家
宝
の
刀
や
家
財

を
売
り
払
い
実
験
用
の
牛
を
買
い

集
め
る
な
ど
幾
多
の
苦
難
を
乗
り

越
え
、
寝
食
を
忘
れ
て
８
年
余
の

研
究
を
続
け
た
結
果
、
つ
い
に
嘉

永
２
年
（
１
８
４
９
年
）
強
い
免
疫

性
を
も
つ
、
わ
が
国
独
自
の
牛
痘

苗
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
・
ジ
ェ
ン

ナ
ー
の
種
痘
発
明
か
ら
53
年
後
の

こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
種
痘
よ
り

数
段
進
ん
だ
も
の
で
し
た
。
肆
成

42
歳
の
時
で
し
た
。

　

そ
の
功
績
は
大
き
く
、
近
代
医

学
の
中
に
今
も
そ
の
成
果
は
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
天
然
痘

禍
か
ら
日
本
人
を
救
っ
た
恩
人
と

し
て
仰
が
れ
、
紀
北
の
華は

な

岡お
か

青せ
い

洲し
ゅ
うと
並
ん
で
紀
州
が
生
ん
だ
医
学

界
の
先
駆
者
で
あ
り
、
ま
た
、
と

も
に
妻
も
自
か
ら
実
験
台
に
な
る

な
ど
内
助
の
功
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
中
国
か
ら
伝
来
し

た
邱

き
ゅ
う

浩こ
う

川せ
ん
の
著
『
引い

ん

痘と
う

略り
ゃ
く』
を
、

師
の
高
階
枳
園
か
ら
借
り
て
『
引い

ん

痘と
う

新し
ん

法ぽ
う

全ぜ
ん

書し
ょ

』
と
し
て
翻
刻
し
た

り
、
さ
ら
に
全
書
の
中
か
ら
数
十

条
を
選
ん
で
仮
名
ま
じ
り
文
に
し

た
『
引
痘
新
法
全
書
付
録
』
も
手

が
け
ま
し
た
。

　

種
痘
が
や
っ
と
試
み
ら
れ
た
ば

か
り
の
時
に
、
こ
う
し
た
先
進
的

■
小
山
肆
成
翁
の
生
涯
と
そ
の
功
績

※天然痘 ･･･ 天然痘ウイルスを病原体とする感染

症の一つで、非常に強い感染力を持ち、全身に膿

疱を生じ、治癒しても瘢痕を残すことから、世界

中で不治、悪魔の病気と恐れられてきた代表的な

感染症。現在は、根絶されている。



�　広報しらはま９月号

な
書
物
の
内
容
を
日
本
に
伝
え
、

か
つ
牛
痘
苗
を
つ
く
る
の
に
成
功

す
る
と
い
う
偉
大
な
業
績
を
樹
立

し
ま
し
た
。

　

近
年
、
医
学
史
の
研
究
が
進
ん

で
肆
成
の
名
前
は
よ
う
や
く
一
部

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
日
本
の
医
学
史
に
は
早

く
か
ら
、
京
都
の
『
平へ

い

安あ
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

志し

』（
１
８
５
２
年
）
や
『
洛ら

く

医い

仁じ
ん

名め
い

録ろ
く

』（
１
８
６
０
年
）
に
種
痘
医

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
幕
末

の
医
師
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

肆
成
は
牛
痘
苗
の
成
功
を
収
め

て
14
年
後
の
文
久
２
年
（
１
８
６
２

年
）
56
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 引痘新法全書

  ■連絡先　小山肆成顕彰会事務局（白浜町教育委員会内）
　〒６４９－２５１１　白浜町日置９８０番地の１　日置川教育事務所
　TEL：５２－２６６０　　FAX：５２－４１２６
　郵便局　振替口座番号　００９７５－５－１７７５７３

＝募金活動にご協力ください＝
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

小山肆成顕彰会の顕彰活動に対して、町民の皆さまにご賛同いただき、

ぜひとも、ご支援・ご協力をお願いします。

「
小
山
肆
成
顕
彰
会
」
の
活
動

　

小
山
肆
成
翁
の
遺
徳
と
業
績
を
顕
彰
し
、
郷
土
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
事
業
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
顕
彰
活
動
を
通
じ
て
、
自
ら
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
て
る
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
広
く
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
会
員
間
の
相
互
交
流
や
情
報
交
換
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
山
肆
成
翁

に
関
心
の
あ
る
方
々
や
研
究
者
と
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

小山肆成顕彰会設立大会（日置川拠点公民館にて）

主
な
顕
彰
活
動

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

　

U
RL　

http://k-shisei.org/

③
副
読
本
の
作
成

④
講
演
会
・
研
修
会
の
開
催

⑤
小
山
肆
成
関
係
資
料
の

収
集
と
充
実

⑥
募
金
活
動

⑦
生
誕
地
の
整
備
事
業

・
長
屋
門
の
復
元

・
顕
彰
碑
の
建
立

・
休
憩
所
の
設
置

・
駐
車
場
お
よ
び
ト
イ
レ
の
設
置

⑧
会
員
の
募
集

⑨
そ
の
他

　

人
材
育
成
奨
学
金
な
ど
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町内で年間に数人の認知症高齢者の方が

行方不明になっていることをご存知ですか？

現　　状

無事に保護される方もいれば、不幸にして亡くなられて発見される方もいます。

認知症による徘徊とは

認知機能が低下するという脳の病気により、出かける時は目的を持ってどこかに行こ
うとするのですが、行き先を忘れてしまったり、今、自分がどこにいるのかわからず
迷ってしまうことをいいます。

もし、ご自分のご家族・知人・近所の方が認知症で徘徊したらどうし
ますか？それぞれの立場で、できることを考えてみましょう。

〈地域住民の方々にできること〉

地域で見かけない方で気になると思った
ら、あいさつと、「どちらに行かれるの
ですか？」と一声かけて様子を見守って
あげましょう。

〈家族の方にできること〉

役場民生課福祉係で、徘徊の恐れのある方の
情報登録を行っています。万が一の時の早期
発見のためにも登録をおすすめします。
また、近所の方には状況を説明し、見守って
もらうことも大切です。

〈安心・安全メールに登録を！〉

白浜町では、防災・防犯等に関する情報を町民の皆さまに正確にお知らせするため、「安心・
安全メール」を配信しています。登録していただくと、町からの情報が皆さまの携帯電話
やパソコンに直接配信されます。
※登録は、携帯電話またはパソコンから下記のアドレスへアクセスしてください。
　http://shirahama.aamail.aikis.jp

徘徊模擬訓練を日置区で実施しました
認知症高齢者役の方に日置区で徘徊してもらいました。
警察への捜索願の提出、区内放送、安心・安全メールの配信により
３人の方が気づかれ、無事保護されるという結果でした。

【検証から確認できたこと】
①地域への啓発活動が大切であるということ。
②警察を初めとした関係機関での情報伝達をスムーズに行うこと。
③安心・安全メールをさらに普及させること。 【徘徊模擬訓練の様子】

■認知症に関するご相談は、白浜町地域包括支援センター（℡４３－６５９６）担当 坂井保健師 まで
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●職場体験学習

８月４日～６日にかけ、富田中学校の生徒が職場体験学習として、消防本部で

消火訓練やはしご車の体験乗車等を行いました。

ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●町道安宅塩野線舗装補修工事

舗装状態の悪かった箇所を補修し、交通の安全
を確保しました。

●町道椿中央線ガードレール設置工事

老朽化したガード

レールを交換しま

した。

●松くい虫防除のための薬剤地上散布

潮風を防ぐ松林を

松くい虫から守る

ため、薬剤地上散

布を行いました。

●投身者（身元不明者）供養

８月３日、白浜町斎場と三段壁において、投身

者（身元不明者）の供養を執り行いました。



広報しらはま９月号　�

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，７６４人
　　　　　　（先月比　＋１６人）

　　　　男　　１１，１０１人
　　　　　　（先月比　＋　４人）

　　　　女　　１２，６６３人
　　　　　　（先月比　＋１２人）

　世帯数　　１１，０７１世帯
　　　　　　（先月比＋　５世帯）

※平成２１年８月１日現在

白
浜
・
富
田
地
域
の
し
尿
く
み

取
り
・
浄
化
槽
清
掃
料
金
の
お

知
ら
せ

平
成
21
年
10
月
１
日
よ
り
し

尿
汲
み
取
り
料
金
、
合
併
・
単
独

浄
化
槽
清
掃
料
金
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

◆
し
尿
汲
み
取
り
料
金

18
リ
ッ
ト
ル
当
り
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
現
行
１
８
０
円
）

◆
単
独
浄
化
槽
清
掃
料
金

18
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
２
２
０
円

　
　
　
　
　
　
（
現
行
２
０
０
円
）

◆
合
併
浄
化
槽
清
掃
料
金

　

10
人
槽
ま
で
が
、
人
槽
制
料
金

体
系
に
変
わ
り
ま
す
。（
別
表
）　

　

11
人
槽
以
上
の
合
併
浄
化
槽

は
、
18
リ
ッ
ト
ル
当
り
２
２
０
円

と
な
り
ま
す
。　
（
現
行
２
０
０
円
）

※
こ
の
料
金
変
更
は
、
平
成
12
年
１
月
１

日
以
来
の
改
定
で
、
富
田
川
衛
生
施
設
組

合
し
尿
運
搬
料
金
等
協
議
会
で
協
議
さ
れ

た
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

（
℡
４
３
ー
６
５
８
６
）

平
成
21
年
度
白
浜
町
入
学
就
学

奨
励
金
の
後
期
申
請
受
付
に
つ

い
て

　

こ
の
制
度
は
、
白
浜
町
に
住
所

を
有
す
る
生
活
困
窮
世
帯
（
生
活

保
護
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
家

庭
）
の
高
校
生
に
教
育
の
機
会
を

均
等
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
予
算
の

範
囲
内
で
奨
励
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

　

手
続
き
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
整
え
、
地
区
民

生
・
児
童
委
員
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
に
は
地
区
民
生
・
児
童
委
員
の

所
見
が
必
要
で
す
。
民
生
・
児
童
委
員
を

経
由
し
て
教
育
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

◆
提
出
書
類

　

①
交
付
認
定
申
請
書　

②
収
入

申
告
書　

③
給
与
等
証
明
書　

④

同
居
し
て
い
る
方
の
収
入
証
明
書

⑤
調
査
に
関
す
る
同
意
書　

⑥
振

り
込
み
口
座
依
頼
書　

⑦
家
賃
・

地
代
証
明
書　

⑧
在
学
証
明
書 

等

※
申
請
書
類
は
、
白
浜
町
教
育
委
員
会
お

よ
び
日
置
川
教
育
事
務
所
に
備
え
て
お
り

ま
す
。
書
類
を
揃
え
て
い
た
だ
く
際
、
時

間
を
要
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）
～
15
日
（
木
）

※
な
お
、
平
成
21
年
度
に
お
い
て
、
す

で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

総
務
学
事
係

（
℡
４
３
ー
５
８
３
０
）

２０１１年（平成２３年７月２４日）

までに、すべての地上テレビ
放 送 は、 ア ナ ロ グ
か ら デ ジ タ ル へ 変
わります。

合併浄化槽 通常料金
（※１）

全量引抜料金
（※２）

    ５人槽 24,150 円 31,500 円
    ６人槽 25,200 円 35,700 円
    ７人槽 29,400 円 45,150 円
    ８人槽 31,500 円 52,500 円
  １０人槽 42,000 円 68,250 円
１１人槽以上 １８ℓ当り２２０円

（※１）通常料金は、１年に１回以上の清掃をしている浄化槽が対象。
（※２) 通常料金以外は、全量引抜料金になります。

（別表）

有料広告募集中
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県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

生
徒
募
集

　　

県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

で
は
平
成
22
年
度
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

◎
10
月
選
考

    

自
動
車
工
学
科
（
定
員
15
名
）

　

  

（
高
卒
以
上
２
年
課
程
）

　

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科（
定
員
20
名
）

　

  

（
高
卒
者
等
１
年
課
程
）

　

溶
接
板
金
科
（
定
員
20
名
）

　

  

（
高
卒
者
等
１
年
課
程
）

◆
受
付
期
間

　

10
月
５
日
（
月
）
～
14
日
（
水
）

◆
選
考
日

　

10
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

◎
２
月
選
考

◆
受
付
期
間

　

１
月
12
日
（
金
）
～
25
日
（
月
）

◆
選
考
日

　

２
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
田
辺
産
業

技
術
専
門
学
院　

（
℡
２
２
ー
２
２
５
９
）

県
内
一
斉
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
!!

　

８
月
～
10
月
の
３
カ
月
間
を
強

調
月
間
と
し
て
、
和
歌
山
県
内
一

斉
に
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
財
産
「
農
地
」。

農
地
は
国
民
の
食
糧
を
生
産
す
る

基
盤
で
あ
り
、
国
土
保
全
や
景
観
維

持
な
ど
多
面
的
か
つ
公
益
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
大
切
に

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地

の
無
断
転
用
の
防
止
、
遊
休
農
地
の

把
握
と
解
消
を
図
る
た
め
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
周
辺
の
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
農
作
物
害
虫
の
発
生
源
に
な

り
ま
す
。
農
地
の
所
有
者
お
よ
び

管
理
者
は
、
草
刈
り
な
ど
を
実
施

し
、
近
隣
の
農
地
や
周
辺
住
民
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分
な

管
理
、防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
資
源
を
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
う
え
で
も
皆
さ
ん
の
力
で
農
地

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
町
農
業
委
員
会

（
℡
４
５
ー
０
０
０
９
）

ふれあい農園の入園募集
◆募 集 対 象： 堅田ふれあい農園（１区画）
　　　　　　　（白浜町堅田６６７番地の１）

◇面 　 　 積： 約３７㎡
◇年間使用料：５，０００円（水道料 1,000 円を含む）

　※ただし今回は、２，６００円
　１０月から利用のため月額３５０円と水道料５００円

◆募集締切日： ９月１５日（火）
◆抽 選 日： ９月２５日（金）
　　　　　　　※抽選には参加していただくことが条件

◆申 込 方 法： 富田事務所ま
でお申込みください。

（郵送の場合）ハガキ等に氏名、
住所、電話番号を記載の上、
締切日までに必着にて郵送く
ださい。
※すでに町が運営している農
園に入園されている方は対象外となります。
◆そ の 他：ふれあい農園を利用している方々
の会があります。
■お問い合わせ・お申込み先
　〒 649-2332　白浜町栄 731-5　
　　　役場富田事務所 ふれあい農園担当

（℡４５－０００９）

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
９
月
７
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◆
９
月
10
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…

　

川
添
山
村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◆
９
月
14
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…

　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

本
部
事
務
所（
十
九
渕
）

◆
９
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…

　

川
添
山
村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

合
同
相
談
で
す
。

オータムジャンボ宝くじ発売
　発売期間は９月２８日（月）
　　　　　　　　　～　１０月１６日（金）
　この宝くじの収益金は、

　市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます
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お知らせ INFORMATION

栄
養
教
室
の
お
知
ら
せ

　

お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー
な
食
生
活

の
工
夫
を
、
栄
養
士
の
講
義
を
聞

き
な
が
ら
皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え

ま
す
。
最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
気
に
な
る
方
、

食
事
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
等
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

◆
９
月
10
日（
午
前
10
時
～
正
午
）

　

美
之
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
９
月
14
日（
午
前
10
時
～
正
午
）

　

農
業
研
修
会
館

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　

民
生
課　

健
康
増
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
第
２
弾

が
ス
タ
ー
ト

　

平
成
21
年
１
月
23
日
か
ら
県
内

の
ス
ー
パ
ー
等
で
レ
ジ
袋
の
無
料

配
布
が
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

10
月
１
日
か
ら
新
た
に
加
入
店
舗

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
私
た
ち
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
マ
イ
バ
ッ

ク
の
持
参
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
減
量
と
二
酸
化
炭
素
削
減
に
よ

る
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
身
近
な

取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
者
の
方
々

や
町
民
の
皆
さ
ま
の
環
境
保
全
へ
の

深
い
ご
理
解
と
ご
賛
同
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
有
料
化
さ
れ
た
レ

ジ
袋
の
収
益
金
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
に
お
い
て
独
自
に
消
費
者
の

皆
さ
ま
へ
の
還
元
や
環
境
保
全
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
３
Ｒ
【
ご
み
の
排
出

抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用

（
リ
ュ
ー
ス
）、
再
資
源
化
（
リ
サ

イ
ク
ル
）】
を
推
進
し
、
未
来
に

向
け
豊
か
で
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

（
℡
４
３
ー
６
５
８
６
）

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促
進

お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
振
興

局
に
配
置
さ
れ
た
相
談
員
）
が
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
や
情
報
誌

を
持
参
し
て
、
職
業
の
相
談
を
受

け
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
９
月
８
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン券を配布します

　全国一斉の受診率アップ対策として、下記の年齢の方を対象に、乳がん、子宮
頸がん検診の「無料クーポン券」及び「検診手帳」を配布します。対象となる方
には、９月下旬頃に郵送でお送りします。
　◆対象者　　平成２１年６月３０日現在白浜町に住所をおかれている方で下記
　　　　　　の年齢に該当している方
　　　【子宮頸がん検診無料クーポン対象者】　　　　　

　　　
【乳がん検診無料クーポン対象者】

　

　◆実施期間　平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日
　　　　　　　ただし、無料クーポン券利用期間は 10 月 1 日～ 3 月 31 日です。
　◆注意事項
　　　平成 21 年４月１日以降、「無料クーポン券」が届く前に受診された対象
　　者の方は、領収書を大切に保管しておいてください。後日払い戻しをする予
　　定となっています。詳細については、後日対象者の方に個別に送付するお知
　　らせをご確認ください。　
　■お問い合わせ　民生課　健康増進係（保健センター内）

年齢 生年月日
20 歳 昭和 63(1988) 年 4 月 2日～平成元 (1989) 年 4 月 1日
25 歳 昭和 58(1983) 年 4 月 2日～昭和 59(1984) 年 4 月 1日
30 歳 昭和 53(1978) 年 4 月 2日～昭和 54(1979) 年 4 月 1日
35 歳 昭和 48(1973) 年 4 月 2日～昭和 49(1974) 年 4 月 1日
40 歳 昭和 43(1968) 年 4 月 2日～昭和 44(1969) 年 4 月 1日

年齢 生年月日
40 歳 昭和 43(1968) 年 4 月 2日～昭和 44(1969) 年 4 月 1日
45 歳 昭和 38(1963) 年 4 月 2日～昭和 39(1964) 年 4 月 1日
50 歳 昭和 33(1958) 年 4 月 2日～昭和 34(1959) 年 4 月 1日
55 歳 昭和 28(1953) 年 4 月 2日～昭和 29(1954) 年 4 月 1日
60 歳 昭和 23(1948) 年 4 月 2日～昭和 24(1949) 年 4 月 1日

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
９
月
16
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
白
浜
町
中
央
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課
（
℡
２
６
ー
７
９
４
７
）

９
月
20
日
は
空
の
日
で
す

『
空
の
日
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
』

◆
９
月
26
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
16
時
（
※
エ

プ
ロ
ン
開
放
は
午
前
11
時
15
分
～
午
後

14
時
）

◆
会
場
…
南
紀
白
浜
空
港

※
入
場
料
無
料
で
す
。　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

南
紀
白
浜
空
港
管
理
事
務
所

　
　
　
　
（
℡
４
２
ー
２
３
４
８
）

　
　
　
　
　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
〔
ナ
ン
キ
ー
〕
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白浜町高齢者生活支援手当のお知らせ

　　白浜町では、介護保険料を納付することにより生活が困
　難となる高齢者の介護保険被保険者に対し、生活支援手当
　を支給します。

　◆対象となる方
　　第１号被保険者（６５歳以上で）介護保険料の段階が第１段階、
　第２段階および第３段階の方のうち、収入が少なく、生活が著  
　しく困窮している方です。
　◆収入が少ない方とは…
　　①本人の年収が１２０万円以下の方
　　②本人の属する世帯全員が住民税が非課税であること
　　③生計が同一と認められる方がいるときは、その方も住民税
　　が非課税であること
　◆収入とは…
　　給料、賃金、老齢年金、家賃収入、事業収入など課税対象と
　なる収入以外に、障害年金や遺族年金、失業給付金など所得税
　法上、非課税となる収入も含まれます。
　◆生計が同一と認める場合とは…
　　①本人を所得税または住民税の扶養としている世帯
　　②本人を同一の健康保険に加入している世帯
　　③老人福祉施設等の入所者が入所する前の世帯
　　
　■お問い合わせ　役場民生課　福祉係・介護保険係
　　　　　　　　　

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
！

　

定
額
給
付
金
の
申
請
は
９
月
24

日
ま
で
で
す
。

期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
お
済
み
に
な
っ
て
い
な

い
方
は
、
早
急
に
申
請
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
す
る
に
は

　

申
請
書
は
各
世
帯
の
世
帯
主
宛

て
（
住
民
票
上
の
住
所
）
に
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
郵
送
ま
た
は

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

だ
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
定
額
給
付

金
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
請
者
及
び
受
給
者
は
、
平
成

21
年
２
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お

け
る
、
対
象
者
と
な
る
方
の
属
す

る
世
帯
の
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

◆
給
付
を
受
け
る
と
き

　

支
払
い
方
法
は
口
座
振
込
が
原

則
と
な
り
ま
す
。
現
金
に
よ
る
給

付
は
、
振
込
に
よ
る
給
付
が
困
難

な
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
振
込
先
が
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場

合
、
他
の
金
融
機
関
よ
り
振
込
が

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

白
浜
町
役
場
、
富
田
事
務
所
、

日
置
川
事
務
所
、
安
居
出
張
所
、

市
鹿
野
出
張
所
で
申
請
に
関
す
る

相
談
や
確
認
書
類
を
無
料
で
コ
ピ

ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お

っ
た
『
振
り
込
め
詐
欺
』
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

　

町
や
県
、
総
務
省
の
職
員
な
ど

を
か
た
っ
た
電
話
や
郵
便
物
を

受
け
取
っ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
、

町
や
白
浜
警
察
署
（
℡
４
３
ー

０
１
１
０
）
ま
た
警
察
相
談
電
話

（
♯
９
１
１
０
）
な
ど
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課　

定
額
給
付
金
室

（
℡
４
３
ー
５
５
６
４
）

９
月
11
日
は『
警
察
相
談
の
日
』

○
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談

○
犯
罪
の
未
然
防
止
に
関
す
る
相

談○
地
域
の
安
全
や
平
穏
に
関
す
る

相
談　

は
、
警
察
本
部
警
察
相
談

課
（
♯
９
１
１
０
）
へ
。
白
浜
警

察
署
（
℡
４
３
ー
０
１
１
０
）
で

も
警
察
安
全
相
談
員
が
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

平成２１年度　敬老会
　　長年、地域社会の発展に貢献してこ　
　られた高齢者の方々を尊び長寿をお祝　
　いするため、敬老会を開催しますので、
　ぜひご参加ください。
　※対象の方々には、９月初旬にハガキでご案　

　内します。

　◆日　時　９月９日（水）
　　　　　　　　　　　午後１時～３時
　◆場　所　白浜会館（阪田）
　◆対象者　町内在住の７０歳以上の方
　　　　　　（９月１日現在）
　◆プログラム
　　　　　　①記念式典
　　　　　　②アトラクション
　　　　　　白浜町婦人団体連絡協議会
　　　　　　保育園児、桂文福一座

　　▲昨年の敬老会の様子
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　７月１９日から、和歌山南漁業協同組合白浜支所（瀬戸地区）
の敷地内で白浜朝市が始まりました。漁業の活性化・町の活性化
を目的に、同漁協白浜支所が中心となり、１０月末までの土・日
曜日、祝日（午前７時～１１時）に開催するものです。
　初日の１９日は、敷地内に設置されたテントで地元の団体が、
水揚げされたばかりのワタリガニ、ガシラ、ゴマサバ、イサギ
などの鮮魚のほか、干物類、
クルマエビの塩焼き、野菜、
アワビコロッケなどを販売
しました。オープン前から
地元の人々や観光客らが大
勢集まり、鮮魚類は約３０
分で完売するなど、早朝か
ら大変なにぎわいとなりま
した。

白浜朝市がスタート！

◆入居可能日

　いずれも１０月１日から中旬ごろ　

◆募 集 期 間

　９月１日（火）～１８日（金）

◆抽選日

　９月２５日（金）

　午前９時３０分から

※入居時には敷金が必要です。

※家賃のほかに、共益費が必要です。

■お申し込み・お問い合わせ

　　役場 建設課 都市計画係

 　　　　　　（℡４３－６５８９）

　　役場日置川事務所 産業建設係　

　　　 　　　（℡５２－２３０２）

公営住宅入居募集

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

西越４４団地 昭和 44 年度 白浜町堅田 2487 番地の 8 １戸 簡易耐火 2 階建
２ＤＫ・39.5㎡

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

中田団地
※浴槽なし 昭和 45 年度 白浜町日置 2040 番地の 2 １戸 簡易耐火 2 階建

2 ＤＫ・39.5㎡

玉伝団地 平成   6 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.5㎡

玉伝団地 平成   5 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造２階建
３ＤＫ・74.9㎡

安宅団地 昭和 55 年度 白浜町安宅 409 番地の 7 １戸 簡易耐火 2 階建
３ＤＫ・80.1㎡

安宅団地 昭和 56 年度 白浜町安宅 472 番地の 8 １戸 簡易耐火平屋建
３ＤＫ・80.1㎡

市鹿野団地 平成   2 年度 白浜町市鹿野 1102 番地 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・70.3㎡

【白 浜 地 区】

【日置川地区】

湯のまちしらはまおどり
　８月１日、湯のまちしらはまおどりが、町内の各種女性団体が
中心となり開催されました。
　丸公園～しらら・はまゆう公園まで路上おどりが行われ、その
後は、やぐらを囲んで白浜音頭や椿音頭、炭坑節で楽しみました。
　地元の方だけでなく観光客も参加するなど、今年は約１３００
人の参加者でにぎわいました。
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こんにちは！町長です

　白良浜を埋め尽くしていた色とりどりのパラソル
やテントの数がめっきり少なくなり、浜も秋を迎え
なければならない季節となりました。
　さて今回は、去る６月３０日から二泊三日の日程
で友好都市提携の調印式のため訪問させていただい
た、韓国の果川市の印象を報告いたします。
　果川市はソウル市の南側に隣接している人口約
７万人で、面積は約３５ｋ㎡と小さな市ですが、韓
国市民が一番住んでみたい市だそうです。その理由
としては、市の財政が豊かであることが挙げられて
います。一方、市域がコンパクトな上、海に接して
なく、また大きな川もなく平地が多くを占めている
地形のため、行政が管理しなければならないコスト
を少なく済ますことができるそうです。そして街中
には日本のような一戸建て住宅はほとんど見当たら
ず、生活の場所は林立する高層マンションです。（果
川市ではこれをアパートと言うそうです。）
　また、まちづくりの柱に「グリーンゾーン」が制
定されており、なんとその率は８０％なのだそうで
す。従いまして、町中が緑に包まれています。この
施策があるため、土地の売買ができる所は限られ、

他の市からの人々の転入は難しいそうです。それか
ら最後に韓国の教育熱心なことには驚きました。市
には「教育センター」のようなものがあり、大勢の
人々の利用で賑わっています。（類似施設として田
辺市新庄町にある「Big・U」のようなものを想像
してください。）５階建てのその施設の中は小さな
部屋に幾つも区切られており、それぞれの部屋では
少人数ずつ先生から英語や中国語、日本語など色々
な外国語を学ぶことができます。もちろん民族音楽
や絵画教室、地階にはプールや体育施設も設置され
ており、水泳やバスケットボール、ストレッチ教室
など市民の望む色々な勉強や身体を鍛えるための機
会が用意されています。こうした取り組みの背景と
して、国土が小さく資源も少ない加工貿易立国のた
め、市民に教育を付けることにより、先進国として
歩み続けることが目標の一つと位置づけられている
ように感じました。（韓国は今、日本よりも進んだ
IT 先進国と言われています。）今後は、文化や芸術
やスポーツなど沢山の分野において、行政と民間の
皆様方による相互交流が進むことにより両市町の更
なる発展を祈念いたします。

　今年６月３０日に友好都市提携を結んだ大韓民国京
キ ョ ン ギ ド カ チ ョ ン シ

畿道果川市の
代表団（余

ヨ

仁
イン

國
グッ

市長ほか８人）が、７月２９日から３１日の日程で来
町しました。これは、交流事業の一環として、白浜町が７月３０日
の白浜花火フェスティバルに果川市代表団を招聘したものです。
　２９日は、一行はまず白浜町長を表敬訪問し、「白浜町に近づく
につれ、とても緑が多くなり神秘的な印象を受けました。自然と融
和した町の様子は心がとても落ち着きます」と果川市長が白浜町の
印象を語りました。夜は町内のホテルで民間団体も含め約９０人が
参加して歓迎会を開催。その席上、今回の白浜町と果川市の提携の
橋渡しの役割を担ってくださった金美淑氏が白浜観光大使に任命さ
れました。
　３０日は、昼間は町内施設を視察、夜は白浜花火フェスティバル
を楽しみました。果川市長は「あまりにも美しく幻想的な花火の舞
いに圧倒されました。絶妙な音楽との調和、夜空に広がる雄大で優
美な花火、そのすべてが白浜を誇示するかの如く情熱的でパワフル
な祭典。白浜のすばらしさがここに集結されているようです」と感
想を話されていました。

友好都市・大韓民国果川市代表団来町

～白浜観光大使に金
キム

美
ミ

淑
スク

氏を任命～
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川添診療所（℡ 54-0037）

健
康
だ
よ
り　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
!!

　

食
中
毒
の
原

因
と
な
る
細
菌

は
、
私
た
ち
が

毎
日
、
口
に
す

る
食
べ
物
に
紛
れ
込
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
れ
で
も
食
中
毒
に
な
ら
な
い

の
は
、
細
菌
の
数
が
少
な
く
、
発

症
に
必
要
な
量
に
達
し
て
い
な
い

か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

細
菌
が
増
殖
す
る
条
件
は
、「
栄

養
分
」
と
「
温
度
・
湿
度
」
と
「
時

間
」。
こ
の
３
つ
が
揃
う
と
あ
っ

と
い
う
間
に
増
殖
し
、
食
中
毒
を

発
生
さ
せ
ま
す
。
菌
が
増
殖
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
顕
微
鏡
で
見
な

い
か
ぎ
り
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
菌
を
増
や

さ
ず
、
殺
菌
す
る
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
、

特
に
３
つ
の
基
本
的
な
衛
生
習
慣

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
胸
部
検
診

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
車
が
、

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
６
日
（
火
）

の
期
間
、
白
浜
・
富
田
地
域
の
各

地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

　

対
象
は
19
歳
以
上
の
方
で
、
詳

し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
65
歳
以
上
の
方
に
は
、

個
人
通
知
）

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
診
さ
れ

ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

歩ほ

くく
歩ほ

くく
白
浜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ー
開
講
式
お
よ
び
説
明
会
ー

◆
９
月
５
日
（
土
）
13
時
30
分
～

　

白
浜
会
館

◆
９
月
５
日
（
土
）
19
時
～

　

農
業
研
修
会
館

◆
９
月
６
日
（
日
）
14
時
～

　

日
置
川
拠
点
公
民
館

※
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て

い
る
方
に
、
詳
細
内
容
等
を
個
人
通

知
し
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

１
．
つ
け
な
い

・
洗
う
…
食
品
や
手
、
調
理
器
具
は

し
っ
か
り
洗
う

・
包
む
…
食
品
は
包
ん
で
保
存
す
る

２
．
増
や
さ
な
い

・
温
度
管
理
…
室
内
に
放
置
せ
ず
、

冷
蔵
庫
に
保
存
す
る

・
早
く
食
べ
る
…
つ
く
っ
た
料
理
は

早
め
に
食
べ
る

３
．
消
滅
さ
せ
る

・
加
熱
…
食
品
内
部
ま
で
十
分
に
加

熱
す
る

・
調
理
器
具
…
定
期
的
に
消
毒
す
る

■
食
中
毒
が
疑
わ
れ
た
ら
…

　

食
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
吐
き

気
や
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱

で
す
。
同
じ
食
事
を
し
た
人
に
同

様
の
症
状
が
あ
る
と
、
食
中
毒
の

確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

食
中
毒
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

す
み
や
か
に
医
療
機
関
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。



1�　広報しらはま９月号

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

９月　２日（水） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 19 年 2 月生

９月　３日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 18 年 2 月生

９月　９日（水） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 1・2 月生

９月２４日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 5 月生

９月２５日（金） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 10 月生

予防接種

９月　４日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種（追加）

９月　７日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種（追加）

９月１１日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種（追加）

９月１５日（火） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館  ＭＲ予防接種

９月１６日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

９月１８日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＭＲ予防接種

栄養相談
９月　７日（月）
※次回１０月５日

13：00 ～ 16：00
※ 10 月は 9:00 ～ 12:00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場
毎週月曜日

※ 21 日（月）は休み
 13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター

 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日

（9/6・10/4）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
 区に設定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室 ９月　２日（水）  10：00 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応
じますのでお気軽にお越しください。

９
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

　夏休み！　暑い夏の熱い体験！

  ボランティアトレーニングスクール
　
　誰もが参加しやすい７月～８月を『ボランティア体験月間』として、白浜町在住の
中学生・高校生を対象に各校にボランティア活動への参加を呼びかけました。
　今年度白浜地区では保育園コース、障がい者授産施設コース、日置川地区ではデイ
サービス・ホームヘルプ体験を実施しました。

☆保育園コースはしらとり保育園で実施。将来保育士になりたい生徒や保育の仕事に興味がある生徒、子ども好
きな生徒が参加しました。当日は天候が悪くプール遊びはできませんでしたが、室内で遊ん
だり、お昼寝で寝るまで付き添ったり、メダルづくりをしたり、大変だけど楽しい体験をして
いただきました。最後には、園児とハグをして別れました。
　　　　　　　　　　　　　「短い時間の中でもすぐに仲良くなれた」「嫌いなものが出たけ
　　　　　　　　　　　　　ど食べてくれたことがうれしかった」「子どもと関わるだけでな
　　　　　　　　　　　　　く、下準備とか、話し合いとか色々なことをしているのが判ってよかった」「かわ
　　　　　　　　　　　　　いかった。大人になった姿をみてみたくなった」などたくさんの感想が充実した体
　　　　　　　　　　　　　験を物語っていました。
　
☆障がい者授産施設コースはコスモスの郷で実施。学校からの体験学習で来たこと
はあったけど、少しでも役に立ちたいと箱折り、紙すき等を一緒になって一生懸命
に行っていただきました。始めは緊張して参加していましたが、「職員さんは利用
者のことを一番に考えて接しているなぁと思った」「もっと話をしたら良かった」
と感想を書いてくれました。

　　　　　　　　　　　　　☆デイサービス・ホームヘルプ体験は白浜町社協日置川支部と地域のお年寄り宅に
　　　　　　　　　　　　　訪問しました。「何をしていいか分からなくてちょっ
　　　　　　　　　　　　　ととまどった」「家庭訪問でお年寄りの方の所へ行っ
　　　　　　　　　　　　　てこんな仕事をしているんだと思った」「お年寄りの
　　　　　　　　　　　　　元気な顔を見て少しホッとしました」など、新たな
　　　　　　　　　　　　　発見ややりがいを感じていただきました。　



1�　広報しらはま９月号
※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

9/7 弁 護 士 青少年研修センター

9/14 人　　権 本部事務所

9/24 司法書士 本部事務所

9/28 一　　般 青少年研修センター

10/5 弁 護 士 本部事務所

10/13 人　　権 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

9/4 弁 護 士 高齢者生活福祉センター

9/9　 一　　般 み　ま　い　荘

9/16 人　　権 川添山村活性化支援センター

9/24 一　　般 高齢者生活福祉センター 

10/2 弁 護 士 み　ま　い　荘

10/7 一　　般 高齢者生活福祉センター 

福 祉 相 談 所 設 置 日 程
【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

　
　

富　

田　
　
　

廣 

畑　

勝 

紀　

様

　
　

東
白
浜　
　
　

眞 

鍋　

シ 

カ　

様

　
　
　

栄　
　
　
　

尾 

原　

哲 

生　

様

　
　
　

栄　
　
　
　

原　
　

 

浩 

司　

様

　
　

日　

置　
　
　

地 

本　

由 

友　

様

　
　

安　

宅　
　
　

場 

谷　

安 

代　

様

　
　

安　

宅　
　
　

北　
　

 

隆 

雄　

様

　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
7
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

や
す
ら
ぎ
支
援
員
交
流
会
開
催
！

　

や
す
ら
ぎ
支
援
員
と
は
、
認
知
症
の
方
に

家
族
に
代
わ
っ
て
話
し
相
手
を
中
心
と
し
た

見
守
り
活
動
を
行
う
一
定
の
研
修
を
修
了
し

た
住
民
の
方
で
す
。

　

現
在
活
動
中
の
支
援
員
か
ら
、
活
動
の
や

り
が
い
や
楽
し
さ
、
悩
み
や
不
安
な
ど
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
回
学
ば
せ
て

い
た
だ
く
気
持
ち
で

活
動
し
て
い
る
と
い

う
支
援
員
の
姿
勢
な

ど
、
今
後
の
活
動
に

活
か
し
て
い
た
だ
け

る
良
い
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

和歌山県地域福祉推進フォーラム

　　みんなで考える地域福祉
　　～ひとづくり・まちづくり・ゆめづくり～
　　　　　　　　　　　　

【日　時】　9 月 12 日（土）13 時から 16 時 10 分
【場　所】　上富田文化会館（文化ホール）

　《記念講演》
　　「社会保障システムの方向性と
　　　これからの地域福祉のあり方について」　
　講　師　大

おお

橋
はし

　謙
けん

策
さく

　氏（日本社会事業大学学長）　

　《チャレンジレポート》　
　◇子育ては地域ぐるみで ～土曜チャレンジスクール～

　　和歌山市吹上地区民生委員・児童委員協議会

　◇地域を見つめる ～福祉専門職の視点から～

　　一般社団法人和歌山県社会福祉士会

　　和歌山県精神医学ソーシャルワーカー協会

【主　催】　日本社会事業大学同窓会和歌山県支部
　　　　　和歌山県社会福祉協議会

【参加申込】9 月 3 日（木）までに白浜町社協へお問
い合わせください。
※先着順です。定員があります。

◎日常的なお金の管理
　◎公共料金などのお支払い
　　◎福祉サービス利用の手続き　などをお手伝い！

　福祉サービス利用援助事業
　判断能力が不十分な高齢者や知的障がい、精神障が
いのある方などが安心して生活が
送れるよう定期的にお伺いし、お
手伝いする事業です。

入出金から利用者さんとのお話、相談まで

　　　生活支援員募集中！
　できる限り住み慣れた家で生活していくために、料
金の支払いや手続きなどのちょっとしたお手伝いを必
要としている人がいます。
　支援員として本事業にご支援いただける方を募集し
ています。
※詳しくは、社協地域福祉課までお問い合わせください。

入場無料
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
書
こ
う
会
】

　
『
ホ
ン
カ
ク
ジ
ヒ
ガ
イ
』（
場
所　

瀬
戸
地
区
本
覚
寺
）

　

富
田
婦
人
学
級
は
７
月
22
日
、

和
歌
山
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
河こ

う
の野

俊と
し

雄お

氏
を
講
師

に
、「
ホ
ー
ム
エ
コ
実
践
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
１

時
間
に
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
雨
、

い
わ
ゆ
る
異
常
気
象
と
言
わ
れ
る

現
象
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
永

年
、
気
象
庁
に
勤
め
ら
れ
て
い
た

河
野
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は

20
～
30
年
前
で
あ
れ
ば
10
年
に
一

度
あ
る
か
な
い
か
の
現
象
で
あ
り
、

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
し
た
も
の

だ
と
指
摘
し
ま
す
。

　

ま
た
、
温
暖
化
に
よ
り
「
み
か

ん
」
が
収
穫
で
き
る
地
域
が
北
上

し
、
和
歌
山
県
が
み
か
ん
産
地
で

は
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
興
味
深
い
話
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、

電
気
・
ガ
ソ
リ
ン
消
費
の
節
約
が
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
・
温
暖
化
防
止

と
な
り
ま
す
。「
夏
の
冷
房
の
温
度

を
28
℃
を
目
安
に
設
定
す
る
」「
自

動
車
の
運
転
で
急
発
進
、
急
加
速
を

や
め
る
」
な
ど
、
17
項
目
に
わ
た
り

エ
コ
実
践
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
エ
コ

実
践
製
品
と
し
て
、
待
機
電
力
を
カ

ッ
ト
す
る
「
ス
イ
ッ
チ
式
コ
ン
セ
ン

ト
」
や
、
白
熱
電
球
よ
り
電
力
消
費

の
少
な
い
「
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
暖
化
が
も
た
ら
す
影
響
が
、

地
球
規
模
で
危
機
的
状
況
に
あ
る

こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
積

み
重
ね
が
温
暖
化
防
止
に
大
き
な

効
果
を
与
え
る
こ
と
が
、
よ
く
理

解
で
き
ま
し
た
。

 

「
ホ
ン
カ
ク
ジ
ヒ
ガ
イ
」
は
、
通

称
「
貝
寺
」
と
呼
ば
れ
る
瀬
戸
の

本
覚
寺
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
堂
右
手
に
貝
の
展
示
室
が
あ
り
、

約
千
種
三
万
点
の
貝
が
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
に
整
然
と
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

様
々
の
貝
が
寺
で
本
格
的
に
収

集
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

二
百
年
前
頃
か
ら
と
い
わ
れ
る
。

　

檀
家
の
漁
民
が
、
白
浜
近
海
や
紀

伊
半
島
沿
岸
で
採
取
し
寄
進
し
た

も
の
で
、
珍
し
い
貝
が
多
数
あ
る
。

　

こ
の
収
集
品
の
中
に
、
学
術
的

に
も
ま
た
現
在
で
は
採
取
が
難
し

く
て
希
少
価
値
の
あ
る
「
ホ
ン
カ

ク
ジ
ヒ
ガ
イ
」
の
標
本
が
あ
る
。

　

ヒ
ガ
イ
と
は
「
盤
足
目
ウ
ミ
ウ

サ
ギ
科
」
の
巻
貝
で
本
州
中
部
以

南
の
沿
岸
部
に
分
布
し
、
殻
は
卵

型
で
そ
の
前
後
に
は
水
管
が
長
く

伸
び
、
織
機
の
杼ひ

（
シ
ャ
ト
ル
）

の
形
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
杼

貝
と
い
う
。

　

全
長
約
８
㎝
で
、
表
面
は
淡
肉

食
で
あ
る
。
杼
貝
は
紀
伊
水
道
や
田

辺
湾
で
、
昔
か
ら
底
引
き
網
や
エ
ビ

漕
網
で
よ
く
採
取
さ
れ
て
い
た
。

　

昭
和
４
年
に
寺
を
訪
れ
た
京
都

帝
大
理
学
部
の
黒く

ろ

田だ

徳と
く

米べ
い

博
士（
当

時
、
日
本
貝
類
学
会
会
長
）
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
、
学
名
「
ホ
ン
カ

ク
ジ
ヒ
ガ
イ
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

こ
の
標
本
は
二
個
体
雌
雄
が
そ

ろ
っ
て
お
り
、
寺
の
名
を
冠
と
し

た
世
界
で
も
珍
し
い
貝
と
し
て
、

寺
宝
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

数
あ
る
展
示
品
の
中
で
、
乳
白

色
の
姿
は
現
在
で
も
一
段
と
艶
や

か
に
輝
い
て
い
る
。

※
先
月
号
で
『
小
屋
谷
の
狐
』
の
ふ
り
が

な
を
、「
こ
ん
や
だ
に
」
と
表
記
し
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
「
こ
や
ん
だ
に
」
で
す
。

ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た　

公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

～　

日
頃
の
感
謝
を
こ
め
て　

大
掃
除　

～

　

サ
ー
ク
ル
生
に
よ
る
公
民
館
大

掃
除
が
、
７
月
27
日
に
中
央
公
民

館
、
30
日
に
富
田
支
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
央
公
民
館
で
は
、
あ

い
に
く
の
雨
で
、
外
回
り
の
作
業

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

分
い
つ
も
以
上
に
館
内
清
掃
に
力

を
注
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富

田
支
館
で
は
、
壁
面
の
つ
る
草
に

悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

す
っ
か
り
キ
レ
イ
に
！

　

今
後
も
サ
ー
ク
ル
生
の
み
な
ら

ず
、
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

浴
衣
ロ
ビ
ー
展

　

７
月
16
日
～
23
日
ま
で
、
１
階

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
自
主
サ
ー
ク
ル

「
着
付
け
教
室
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
浴
衣
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
７
体
の
浴
衣
が
展
示
さ

れ
、
全
て
帯
の
結
び
が
違
い
、
普

段
お
目
に
掛
か
る
こ
と
の
な
い
帯

結
び
や
飾
り
付
け
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
空
を
忘
れ
さ
せ
る
色
鮮
や

か
な
作
品
は
、
来
館
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

な
お
「
着
付
け
教
室
」
は
、
毎

月
１
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
随
時

サ
ー
ク
ル
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、中
央
公
民
館
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
を
考
え
る

　
　
　

 　

富
田
婦
人
学
級
で
「
ホ
ー
ム
エ
コ
実
践
教
室
」
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

【
日
置
分
館　

９
月
・
10
月
の
行
事
案
内
】

　

日
置
川
家
庭
学
級
は
、
７
月
に

も
各
地
域
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
居
家
庭
学
級
で
は
、
７
月
16

日
に
南
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
看

護
師
の
正ま

さ

垣が
き

彩あ
や

先
生
を
講
師
に
迎

え
、「
介
護
に
つ
い
て｣

と
題
し

た
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
や
使

わ
な
い
と
機
能
は
衰
え
る
と
い
う

こ
と
、
介
護
者
は
分
か
ち
合
い
、

話
し
合
い
、
抱
え
込
ま
な
い
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
。

　

滝
家
庭
学
級
で
は
、
７
月
22
日

に
「
薬
の
正
し
い
飲
み
方｣

に
つ

　　　

い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
医
師
の
宮み

や

地じ

修し
ゅ
う

平へ
い

先
生
を
招
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
鹿
野
家
庭
学
級
で
は
７
月
８

日
に
同
セ
ン
タ
ー
医
師
の
木き

の

下し
た

貴た
か

裕ひ
ろ

先
生
に
、「
骨
密
度
に
つ
い
て｣

の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
日
置

家
庭
学
級
で
は
７
月
11
日
に
外
国

語
指
導
助
手
の
マ
イ
ケ
ル
先
生
に

｢

ア
メ
リ
カ
の
学
校
の
様
子｣

に

つ
い
て
の
講
演
会
を
、
田
野
井
家

庭
学
級
で
は
７
月
２
日
に
ア
ン
ソ

レ
イ
ユ
日
置
の
森
山
事
務
長
他
３

名
の
方
に
介
護
予
防
教
室
（
リ
ハ

ビ
リ
体
操
）を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

町
営
の
日
置
プ
ー
ル
は
、
７
月

18
日
～
８
月
31
日
ま
で
一
般
開
放

し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
宣
言
が
８
月
に
入
っ

て
か
ら
に
な
る
な
ど
、
夏
休
み
前

半
は
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
続
く
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
盆

前
か
ら
夏
本
来
の
暑
さ
も
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
に
は
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う

な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
の
特
別
練
習
と
合
わ
せ

て
、
こ
の
夏
に
ず
い
ぶ
ん
泳
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
な
。

社会見学会

　
明石海峡を渡って、

　　　秋の淡路島へ行きませんか !!　
　
　◆日　程　　１０月４日（日）雨天決行
　◆行き先　　北淡町震災記念公園
　　　　　　　（野島断層保存館）

　　　　　　　淡路夢舞台
　◆参加費　　３, ０００円
　◆定　員　　７４人（小学生以上）
　◆受付期間　９月１０日（木）～２５日（金）
　◎定員になり次第締め切ります。
　※詳しくは、９月９日の新聞折込み案内チラシを

　ご覧ください。

　
　

第２回わが町探訪シリーズ

　水軍領主・安宅氏ゆかり 山城めぐり
　

　
　◆日　時　　９月１３日（日）午後１時～
　◆場　所　　八幡山城跡 → 本城跡 →
　　　　　　　大野城跡 → 中山城跡 → 土井城跡
　◆案内人　　白浜町文化財保護審議会委員
　　　　　　　上　野　宏 氏（笠甫）
　◆集合場所　日置川拠点公民館前
　◆定　員　　３５人
　◆受付期間　９月３日（木）～１０日（木）
　◎定員になり次第締め切ります。
　※詳しくは、新聞折込み案内チラシをご覧ください。

１０月 ９月

　■対 象 地 区 ･･･ 日置地区（市江～矢田までの日置分館管内の住民の方）
　■申し込み先 ･･･ 日置川拠点公民館（℡５２ー２６６０）電話か直接来館にてお願いいたします。

日
置
川
家
庭
学
級　

各
地
域
で
開
催

日
置
プ
ー
ル　

夏
休
み
中
開
放

～
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
～

【滝家庭学級】

【安居家庭学級】
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～親子クラブ行事紹介～

●○● 野外活動講習会 ●○●

　７月１２日、町内の親子クラブから、親子合わせて

１２６人の皆さんが参加し、「４種類の野外料理づくり」

と「竹を使った野外工作」を体験しました。

　みんなが集まりだしたころ、突然の雨で、心配そうに

空を見上げている子どもたちの顔が見えましたが、いざ

始まってみると、暑過ぎるくらいのとてもいいお天気に

なりました。

　「暑い、暑い」と言いながらつくった料理。大勢で食

べるといつもとは違った味がして、とってもおいしかっ

たですね。

 ～児童館行事紹介～

 ●○● 自然観察教室 ●○● 

　私たちのまわりには、たくさんの自然があり、季節に

よっていろいろな顔を見ることができます。そんな自然

を見つけようと、自然観察教室を開催しています。

　第１回は８月４日、「夏の虫や草花を観察しよう」を

テーマに平草原の中を探検しました。

　探険中見たこと

のない虫や植物を

見つけると、「先生、

こ れ 何？」 と 言 い

ながら虫を持って

走り、熱心に話を

聞いていました。

　そしてみんなが一番楽しみにしていたのが、クワガタ

とり！！クワガタがいそうな場所に行くたび、一生懸命

探し、やっと見つけたときには、嬉しそうに目を輝かせ

ながら、「見つけたよー！」と声をあげて、喜んでいま

した。

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　２学期が始まり、朝から

子どもたちの声が響いてい

た図書館も一休み（？）。

“おはなし玉手箱”に来

られたお母さん同士が「う

ちの子、この本大好きで、何べん読まされたことか」「そ

んなら、今日借りていってみるわ」などと絵本の話や子

育ての話をしている、そのすぐそばでお子さんたちが絵

本をめくっている。

図書館は、人と本が出会う場であり、人と人が出会

う場でもあります。無料で、乳幼児から高齢者までだれ

でも利用する施設だからこそできることです。本館、白

浜・富田・日置分室、まずはお近くの図書館（室）へお

寄りください。

　　　　　　蔵書点検
　
　図書の整理のため下記の日程で“蔵書点検”を行いま

す。蔵書点検期間中は休室になりますので開館（室）し

ている館（室）をご利用くださいますようよろしくお願

いします。（“おはなし玉
たまてばこ

手箱”もお休みです。）

　　富田分室　９月９日（水）～９月１３日（日）

　　　　９月の行事
　

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　９月５日・１２日・１９日・２６日
　　（９月１２日は本館だけです。）

　☆しらはま子どもの本の会例会

　　９月１７日（木）午前１０時～　本館
　　テキスト「エヴァが目ざめるとき」ディキンソン作
　　※テキストは本館においてあります。
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

円
月
俳
句
会

　

好
き
嫌
い
言
わ
ぬ
余
生
や
冷
奴　
　
　

賢け
ん

七し
ち

　

早
苗
束
投
げ
し
若
さ
の
日
も
遠
く　
　

か
め
乃の

　

日
傘
さ
す
歩
道
の
人
の
姿
よ
く　
　
　

綾あ
や

子こ

　

楊や
ま

梅も
も

の
赤
き
つ
ぶ
ら
や
墓
地
の
道　
　

常つ
ね

代よ

　

梅
雨
明
け
ば
深み

山や
ま

へ
移
る
か
珠
の
声　

榮さ
か
え

　

岩
陰
に
迎
へ
る
如
く
川
さ
つ
き　
　
　

ま
さ
恵え

　

湯
上
り
の
素
顔
揃
ひ
し
夏
座
敷　
　
　

て
る

　

鳴
門
渦
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
や
夏
の
海　
　

葉よ
う

子こ

　

短
冊
に
願
い
を
込
め
し
星
の
夜　
　
　

美み

ゆ
き

　

梅
雨
ご
も
り
声
な
き
日
々
の
多
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美み

代よ

枝え

椿
園
湯
の
花
句
会

　

星ほ
し

月つ
き

夜よ

夢ゆ
め

に
会
ひ
た
し
人
偲
ぶ　
　
　

楠く
す

本も
と

八や

千ち

代よ

　

夕
立
や
土
の
匂
を
残
し
け
り　
　
　
　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

初
物
の
磯い

そ

菜な

を
添
へ
て
母
偲
ぶ　
　
　

谷た
に

本も
と

忠た
だ

義よ
し

　

高
々
と
水
平
線
に
雲
の
峯　
　
　
　
　

山や
ま

本も
と

健け
ん

二じ

　

豆
飯
の
豆
片
寄
り
て
炊
き
上
る　
　

   
鳥と

り

渕ぶ
ち

晃あ
き

利と
し　

わがやのスター

【白浜町東白浜　在住】

 東
あずま

　翔
しょう

汰
た

 くん　（平成１６年９月２７日生）

 　　　
（パパ・ママ メッセージ）

　　　　これからも元気いっぱいの

　　　　　　　　　　　　翔汰でいてね !!

　

父　利実さん・母　綾さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

山
蕗
句
会

　

身
を
装
ふ
お
洒
落
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～小運動会～

　本校では毎年１学期の中頃に小運動会を実施してい
ます。これは児童会活動に位置づけて行っているもの
で、行事名は小運動会となっていますが秋の運動会と
は少し趣を異にします。新入生歓迎の意味も込め、６
つの縦割り班でゲー
ムをします。異年齢
集団活動を通してさ
らに仲間づくりを深
めようというもので
す。
　種目は児童会が相
談して決めます。定

番の「綱引き」や「縦割り班リレー」の他に「しっぽ
とり」や「ボール運び」等、低学年も含めて皆が楽し
めるレク種目が行われます。また、準備や当日の進行
についても先生方の力を借りる部分は極力少なくし、
体育委員や縦割り班の班長が中心となって進めます。
　児童会活動は学級活動と連携しながら学年の枠を超
えた集団による自発的・自治的な活動の育成を図るこ
とを目的としており、集団活動を通して対人関係のあ
り方を学び、他と協力してより良く生きる力を身につ
けていきます。
　小運動会は児童会にとってその年度の事実上の初仕
事であり、高学年の子どもたちにリーダーとしての自
覚を促す良い機会となっています。　　

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

富田小学校
（白浜町十九渕：児童数７８人）

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　　姉 妹 浜　「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　　友好都市　米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）


